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会

長

挨

拶

　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
当
協
会
の
運
営
に
多
大

な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
に
は
、

防
火
・
防
災
管
理
や
危
険
物
取
扱
事
業

所
の
自
主
保
安
体
制
確
立
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ

と
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び　

令
和
８
年
５
月
29
日
開

催
の
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
北
中
良
樹

の
後
任
と
し
て
、
第
九
代
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
当
協

会
の
発
展
の
た
め
全
力
を
尽
く
す
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
当
協
会
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

を
見
て
み
ま
す
と
、
今
年
２
月
末
の

米
・
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
軍
事
衝

突
を
き
っ
か
け
に
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
は

事
実
上
の
閉
鎖
と
言
わ
れ
る
状
態
に
な

り
、
原
油
輸
入
の
約
９
割
以
上
を
中
東

に
依
存
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
を
経
由
し
て
い
る
事
か
ら
影
響

は
非
常
に
大
き
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

我
々
協
会
会
員
事
業
所
に
も
大
き
な

影
響
を
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。

　

ま
た
、
安
心
安
全
面
で
は
、
近
年
５

月
初
旬
に
お
い
て
も
気
温
30
度
を
超
え

る
真
夏
日
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
異
常

気
象
が
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
し
、
５

月
29
日
に
は
『
防
災
気
象
情
報
』
が
更

新
さ
れ
た
さ
な
か
、
台
風
６
号
の
飛
来

に
伴
い
危
険
警
報
が
発
表
さ
れ
る
な
ど
、

自
然
環
境
の
変
化
に
戸
惑
い
を
示
す
状

況
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
に
は
、
常
日

頃
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
、
危
険
物
の

安
全
管
理
や
消
防
設
備
等
の
点
検
整
備

の
徹
底
や
保
安
教
育
の
充
実
等
に
な
お

一
層
の
尽
力
を
頂
き
、
事
故
や
災
害
の

な
い
社
会
形
成
に
努
め
て
頂
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
当
協
会
で
は
４
委

員
会
を
柱
と
し
て
、
会
員
事
業
所
の
皆

様
と
湖
南
広
域
消
防
局
の
ご
支
援
を
頂

き
な
が
ら
、
防
火
防
災
思
想
の
普
及
啓

発
は
基
よ
り
、
災
害
予
防
に
関
す
る
知

識
・
技
術
の
習
得
に
努
め
、
消
防
関
係

法
令
を
遵
守
し
つ
つ
、
自
主
保
安
管
理

の
確
立
を
目
指
し
て
、
事
業
所
に
お
け

る
防
災
業
務
関
係
者
の
育
成
の
た
め
の

研
修
や
今
年
度
50
回
目
を
迎
え
ま
す
自

衛
消
防
訓
練
大
会
の
開
催
を
着
実
に
取

り
組
ん
で
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
協
会
の
各
種
事
業
の
推
進
に

格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
当
協
会
の
益
々
の
発
展
と

会
員
事
業
所
の
皆
さ
ん
の
御
健
勝
ご
多

幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

会
長
　
田
　
中
　
義
　
信

株
式
会
社
　
田
中
誠
文
堂
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消
防
活
動
等
支
援
協
定
」
を
全
国
に
先

駆
け
て
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

事
故
の
教
訓
か
ら
、
災
害
発
生
時
に

は
被
害
の
軽
減
を
図
れ
る
よ
う
、
会
員

事
業
所
様
か
ら
消
防
活
動
に
対
し
て
人

的
支
援
、
物
的
支
援
、
技
術
支
援
を
い

た
だ
け
る
こ
と
が
現
場
の
大
き
な
力
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
固
く
手
を
取
り

合
い
、
い
か
な
る
災
害
に
も
決
し
て
屈

す
る
こ
と
な
く
、
立
ち
向
か
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
当
消
防
局
で
は
、
大
規
模
災

害
へ
の
備
え
に
加
え
、
日
々
の
住
民
の

生
活
に
対
し
て
も
、
消
防
活
動
体
制
お

よ
び
活
動
能
力
の
充
実
強
化
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
本
年
10
月
に
は
、
近
年
の

救
急
件
数
増
加
に
対
応
す
べ
く
、
北
消

防
署
の
救
急
隊
を
一
隊
増
隊
す
る
な

ど
、
更
な
る
救
急
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、『
明
日
も　

あ
た
り
ま

え
の
安
心
と
安
全
を
』
と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、「
明
日
も
安
心
で
安
全

な
一
日
が
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
・
・
・
」

市
民
の
皆
様
の
そ
の
よ
う
な
、
あ
た
り

ま
え
の
願
い
を
叶
え
る
た
め
、
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
あ
た
り
ま
え
の
日
常
を
提

供
で
き
る
よ
う
、
い
つ
も
備
え
、
い
つ

も
寄
り
添
い
、
そ
し
て
市
民
の
皆
様
に

安
心
と
安
全
を
提
供
し
続
け
る
消
防
で

あ
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
湖
南
防
火
保
安
協
会
の
皆
様

方
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
湖
南
地

域
の
安
心
と
安
全
を
確
保
し
て
い
く
た

め
に
、
最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
る
覚
悟

で
お
り
ま
す
の
で
、
引
続
き
の
連
携
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
貴
協
会
の

益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御
健

勝
を
心
か
ら
御
祈
念
申
し
あ
げ
、
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
益
々

御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
当
消
防
局
の
事
業

運
営
や
取
組
み
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
度
に
各
地
で
発
生
し
た

大
規
模
な
山
火
事
や
大
分
市
佐
賀
関
の

大
規
模
火
災
の
深
い
傷
跡
が
残
る
中
、

今
年
度
に
入
り
ま
し
て
も
、
４
月
に
岩

手
県
大
槌
町
で
大
規
模
な
山
火
事
が
発

生
し
、
連
日
、
懸
命
な
消
火
活
動
が
行

わ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
財
産

を
焼
き
尽
く
し
ま
し
た
。
ま
た
同
月
、

北
海
道
・
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
最
大

震
度
５
強
の
地
震
が
発
生
し
、
後
発
地

震
注
意
情
報
が
発
表
さ
れ
、
い
つ
再
び

大
き
な
揺
れ
に
襲
わ
れ
る
か
分
か
ら
な

い
不
安
と
緊
張
感
が
広
が
り
、
大
規
模

災
害
が
、
一
瞬
で
日
常
の
暮
ら
し
を
奪

い
去
る
現
実
を
、
私
た
ち
は
改
め
て
胸

に
刻
み
込
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
規
模
災
害
で
は
、
消

防
の
み
な
ら
ず
、
多
数
の
関
係
機
関
が

協
力
し
合
い
、
災
害
に
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成
17
年
４

月
に
尼
崎
市
で
発
生
し
た
列
車
事
故
を

契
機
と
し
て
、
貴
協
会
と
「
災
害
時
の

湖
南
広
域
消
防
局

消
防
局
長

福
山
浩
充

【
災
害
に
備
え
る
】

消
防
局
長
挨
拶

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
支
部
の
運
営
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
湖
南
防
火
保
安
協
会
南
支
部
支
部
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
エ
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株

式
会
社
の
白
井
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
は
、
日
本
の
各
地
で
山
林
火
災
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
５
月
に
三
重
県
津
市
で

発
生
し
た
山
火
事
で
は
、
滋
賀
県
か
ら
も
防
災
ヘ
リ

に
よ
る
放
水
が
行
わ
れ
て
お
り
、
自
衛
隊
へ
派
遣
要

請
を
す
る
ほ
ど
の
規
模
で
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、

今
年
も
空
気
が
乾
燥
し
た
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
に
ご

留
意
い
た
だ
き
、
皆
様
の
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
今
後
起
こ
り
得
る
様
々
な
災
害
を
想
定
し
、
危

機
管
理
意
識
の
向
上
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

今
年
も
、
災
害
時
に
必
要
な
知
識
や
技
術
の
向
上

を
目
的
に
、
新
入
社
員
防
火
研
修
や
自
衛
消
防
訓
練

大
会
な
ど
の
事
業
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
当
協
会
に
対
し

特
段
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

事
業
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

南
支
部
長
挨
拶

エ
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
　
白
　
井
　
幸
　
則

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
支
部
の
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
３
月
の
支
部
役
員
会
議
に
お
い
て
３
期
５
年

目
を
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
会
員
事

業
所
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
は
全
国
各
地
で
地
震
や
豪
雨
災
害
が

相
次
い
で
発
生
し
て
お
り
、
昨
年
２
月
に
発
生
し
た

岩
手
県
大
船
渡
市
の
大
規
模
山
林
火
災
で
は
、
長
期

間
に
わ
た
り
消
火
活
動
や
避
難
対
応
が
続
く
な
ど
、

改
め
て
自
然
災
害
へ
の
備
え
と
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
維
持

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
能
登
半
島

地
震
か
ら
２
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
も
、
被
災
地

で
は
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ

て
お
り
、
災
害
時
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
安
全

確
保
と
安
定
供
給
の
重
要
性
を
改
め
て
強
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
各
種
研
修
や
情
報

共
有
を
通
じ
て
会
員
相
互
の
連
携
を
深
め
、
技
術
力

と
保
安
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
当
協
会
で
開
催
し
て
い
る
新
入

社
員
防
火
研
修
や
自
衛
消
防
訓
練
大
会
な
ど
に
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
災
害
時

に
必
要
な
、
知
識
や
技
術
を
身
に
着
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
自
社
の
災
害
へ
の
備
え

は
勿
論
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
更
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方

の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
支
部
長
挨
拶

株
式
会
社
　
川
嶋
機
械
　
川
　
嶋
　
栄
　
司
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　令和８年５月29日（金）午後３時からクサツエストピアホテルにて令和８年度の定期総会を開催しました。
　定期総会に下記の５議案を提出させていただき、慎重なる審議の結果いずれも原案どおり可決、承認されました。

研 修 委 員 会
・危険物施設での事故防止のため、危険物の有識者の
確保を目指し、危険物取扱者試験の予備講習会及び
直前対策講習会を実施する。
・新入社員防火研修を実施し、防火の知識及び消火技
術の修得を図り、職場の安全管理に繋げる。
・普通救命講習会を実施し、救急に関する意識と行動
力の向上を図る。
・防火研修会を実施し、会員の防火防災の視野拡大と
相互の情報交換を図り、防火思想等の推進に繋げ
る。（火災事例・危険物施設の安全管理）

令和８年度湖南防火保安協会事業計画

総 務 委 員 会
・協会の充実発展のため、新規会員の加入促進に努める。
目標　新規加入20事業所以上・総数729事業所
・災害時の消防活動等支援登録事業所の拡充と当該制度の
充実に努める。
　目標　新規登録20事業所・総数474事業所の登録（登録率
65％）
・�迅速な情報提供のため、メールアドレスの登録推進に努
める。
・会員の親睦と交流を図るための事業を実施する。
・会員の火災予防思想をより広く普及させることから防火
標語を募集する。
・会費収入の一助としての役割が果たせる事業を検討する。

提出議案
議第１号　令和７年度湖南防火保安協会事業実績報告
議第２号　令和７年度湖南防火保安協会一般会計歳入歳出決算及び令和７年度湖南防火保安協会財政調整基金
　　　　　特別会計決算
議第３号　令和８年度役員改選
議第４号　令和８年度湖南防火保安協会事業計画
議第５号　令和８年度湖南防火保安協会一般会計歳入歳出予算及び令和８年度湖南防火保安協会財政調整基金
　　　　　特別会計予算

委員会事業の方針

広 報 委 員 会
・会報を年３回発刊する。紙面を通じて協会の活動、会員
事業所の防火防災対策の活動を掲載して、会員間の共助
体制を図るとともに、各種講習会・研修会の案内、消防
局と連携して法令改正内容や消防防災情報の提供を行
う。
・広告掲載事業で協力をいただいた会員事業所の広告を
ホームページ等を活用して、広く周知できる企画を行
う。
・�ホームページの内容充実と、電子メールを活用した情報
提供を行う。
・消防局が取り組む各種火災予防運動に協賛し、会員事業
所自らの防火防災意識の高揚を図り、併せて地域の皆様
に火災予防を訴える。
・各消防署等が開催する防火防災事業に協賛し、市民の防
火防災意識の向上を図る。

企業防災推進委員会
・防火防災に対する技術向上のため、自衛消防訓練大
会を開催する。
・企業での災害事例や近年多発する自然災害から得ら
れた教訓を専門分野の講師を招いて防災講演会を開
催する。
・消防局が推進する地域防災体制の強化「地域と連携
した防火防災体制の強化」事業へ協力する。
・会員事業所の地域防災体制の一層の充実を図ること
から、消防団協力事業所表示制度の導入及び推進に
協力する。
・消防局が策定された防災基本指針に基づく連携訓練
を実施する。

消防活動等支援事業
・災害時の消防活動等支援登録事業所と消防機関との
連携強化を図るため、消防訓練への積極的な参加を
図る。（市総合防災訓練やその他管内で実施される
消防訓練）

事業計画等について
令和８年度
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令和８年度　湖南防火保安協会防火標語

『火の用心　一人一人が　責任者』
作：宮川化成工業株式会社滋賀事業部　井上　隆哉　様
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新入社員防火研修を開催
　去る５月13日・19日は北消防署で、５月14日・20日は西消防署にて令和８年度新入社員防火研修を開催し
ました。４日間で235名、65事業所の方々にご参加いただきました。座学及び実技訓練を行い防火に対する意
識の向上を図りました。

日東電工株式会社
� 橋　本　凜　咲

　今回防火研修に参加し、消火器・消火
栓の操作訓練、地震・煙中体験、救急訓

練を受けることができ、非常に有意義な時間となりまし
た。特に煙中体験では、想像以上に視界が遮られ、普段
通りの行動が困難になることを実感しました。その中で、
姿勢を低く保つことや、周囲の状況を慎重に確認しなが
ら行動することの重要性を学びました。また、消火器や
消火栓の操作訓練を通じて、実際の使用手順や取り扱い
時の注意点を確認することができ、緊急時の具体的な行
動をより明確にイメージすることができました。今回の
研修で得た知識をいざという時に活用できるよう、今後
は社内に設置されているAEDや消火器、消火栓の位置
を改めて確認するとともに、正しい使用手順についても
定期的に振り返り、備えていきたいと思います。さらに、
日頃から建物内の避難経路を把握するなど、防災意識の
向上に努めていきます。

　本研修に参加し、化学工場における防
火・防災の重要性を改めて認識しまし
た。座学では、危険物を扱う当工場において、設備が適
切に機能しない場合のリスクについて学びました。煙中
体験では、実際に視界が遮られた環境を体験したことに
より、煙中では判断力が低下する事を身をもって感じま
した。消火訓練を通じて、消火器の基本的な操作方法を
習得できましたが、当工場では別の消火設備を利用する
事もあるので、更なる学びも必要になると感じました。
本研修を通して、日頃からの備えと準備がいかに重要か
ということを学びました。今後は、製造所の防災訓練に
真剣に参加し、AEDや消火設備の設置場所を確認する
とともに、化学物質の特性に応じた対応方法を習得して
いきたいと考えています。緊急事態を未然に防ぐため、
継続的に防災スキルを磨いていく所存です。

�東洋ビジュアルソリューションズ株式会社
� 　木　村　碧　空

役職名 事業所名 氏　名 支部役職名
名誉会長 ㈱北中工業 北 中 良 樹 相談役
会長 ㈱田中誠文堂 田 中 義 信 名誉支部長
副会長（会長職代行者） ㈱川嶋機械 川 嶋 栄 司 北支部支部長

副会長
エールコーポレーション㈱ 白 井 幸 則 南支部支部長
積水化学工業㈱滋賀栗東工場 宇 野 光 彦 南支部副支部長
㈱山本管工 山 本 真 嗣 北支部副支部長

理事

㈱クサネン 大 田 範 明 南支部理事
東レ･ファインケミカル㈱守山事業場 久 徳　　 浩 北支部副支部長
㈱村田製作所野洲事業所 畑 田 真 宏 北支部副支部長
草津電機㈱ 小 西 哲 也 南支部副支部長
㈱三東工業社 奥 田 克 実 南支部副支部長
うかい自動車㈱ 鵜 飼 重 樹 北支部副支部長
川重冷熱工業㈱滋賀工場 東　　 竜 平 南支部副支部長

理事（総務委員長） 旭化成㈱守山製造所 竹 本 欣 弘 北支部理事
理事（広報委員長） オムロン㈱草津事業所 北 村 典 文 南支部理事
理事（研修委員長） 上原成商事㈱守山エネルギーセンター 中 村　　 達 北支部理事
理事（企業防災推進委員長） ダイキン工業㈱滋賀製作所 武 藤 玄 洋 南支部理事

監事
㈱滋賀銀行草津支店 井 入 宗 行 南支部理事
㈱滋賀銀行守山支店 中 嶋　　 裕 北支部理事

事務局長 今 井　　 均

新役員名簿
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各種試験・講習会のご案内【後期】令和８年度

□消防設備士試験（後期） � 〔お問合せ先〕　（一財）消防試験研究センター滋賀県支部　℡077－525－2977

試験日 開始時間 試験の種類 受験地 試験
会場 願書受付期間 結果発表日

11月18日（水） 10時00分 乙種６類

大　

津　

市

コ
ラ
ボ
し
が
21

９月22日（火）
～

９月29日（火）
★書面は消印有効

12月25日（金）

13時30分 甲種１・４類

11月19日（木） 10時00分 乙種１・２・３・４・７類
13時30分 甲種特類、甲種４・５類

11月20日（金） 10時00分 乙種５・６類
13時30分 甲種１・２・３類

11月21日（土） 10時00分 乙種４・７類
13時30分 甲種４類

11月22日（日） 10時00分 乙種５・６類
13時30分 甲種１・２・３類

□危険物取扱者試験（後期）� 〔お問合せ先〕　（一財）消防試験研究センター滋賀県支部　℡077－525－2977

試験日 開始時間 試験の種類 受験地 試験
会場 願書受付期間 結果発表日

12月12日（土）
12月14日（月）
12月16日（水）

10時00分 選択
不可 乙種４類

大　
　

津　
　

市

コ
ラ
ボ
し
が
21

10月16日（金）
～

10月23日（金）
★書面は消印有効

１月15日（金）14時00分
12月13日（日）
12月15日（火）

10時00分 乙種４類、丙種
14時00分 甲種、乙種12356類

２月26日（金）
２月27日（土）
３月１日（月）

10時00分 選択
不可 乙種４類 １月７日（木）

～
１月14日（木）
★書面は消印有効

３月26日（金）14時00分
２月28日（日）
３月２日（火）

10時00分 乙種４類、丙種
14時00分 甲種、乙種12356類

予備講習会 講習時間 直前対策講習会 講習時間 講習会場 受付期間
９月26日（土） ９時00分～

16時00分
10月３日（土） ９時00分～

12時00分
市民防災ホール（栗東市小柿三
丁目１－１）湖南広域消防局

８月24日（月）から当日
２月20日（土） ２月27日（土） １月18日（月）から当日

受講料
会員 予備講習会　5,000円 直前対策講習会　3,000円 定員 各講習50名
一般 予備講習会　6,500円 直前対策講習会　3,500円 申込先 各消防署・本会

□危険物取扱者試験受験対策講習会� 〔お問合せ先〕　湖南防火保安協会　℡077－552－3000

□防火管理講習� 〔お問合せ先〕　（一財）日本防火・防災協会　℡03－6263－9903
講　習　日 講習種別 講習会場 受付期間

９月９日（水）･10日（木） 甲種防火管理新規講習 ライズヴィル都賀山
１階大会議室

（守山市梅田町1-27）

８月６日（木）～８月19日（水）
10月７日（水）･８日（木） 甲種新規・乙種併催防火管理講習 ９月３日（木）～９月16日（水）
11月４日（水）･５日（木） 甲種防火管理新規講習 10月１日（木）～10月14日（水）

11月25日（水）･26日（木） 甲種新規・乙種併催防火管理講習 甲賀市まちづくり活動センター
「まるーむ」 10月22日（木）～11月４日（水）

12月９日（水）･10日（木） 甲種新規・乙種併催防火管理講習 ライズヴィル都賀山
１階大会議室

（守山市梅田町1-27）

11月５日（木）～11月18日（水）
２月３日（水） 甲種防火管理再講習 12月４日（金）～12月17日（木）
３月３日（水）･４日（木） 甲種防火管理新規講習 １月27日（水）～２月９日（火）

受講料
甲種防火管理新規講習 8,000円 定員 各講習70名
乙種防火管理講習 7,000円 申込先 （一財）日本防火・防災協会
防火管理講習再講習 7,000円

講　習　日 講　習　会　場 区分 講　習　日 講　習　会　場 区分

10月２日（金） 滋賀県危機管理センター 給油取扱
一般 10月15日（木） 甲賀市碧水ホール 一般

10月５日（月） キラリエ草津 一般 10月16日（金） ひこね市文化プラザ 一般

10月８日（木） 滋賀県立文化産業交流会館 一般 10月21日（水） 滋賀県立男女共同参画センター 給油取扱
一般

10月14日（水） 今津東コミュニティセンター 給油取扱
一般 【講習時間】 給油取扱所　　９時30分～12時30分

一般　　　　　13時30分～16時30分

□危険物取扱者保安講習�
　受付期間　〔後期：９月９日～９月17日〕�〔お問合せ先〕　（一社）滋賀県防火保安協会連合会℡077－521－3921
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・無理をせず徐々に身体を暑さに慣らしましょう。
・室内でも温度を測りましょう。
・体調の悪いときは特に注意しましょう。
・エアコンの苦手な方も冷感グッズを使用し快適に過ごしましょう。

湖南広域行政組合YouTubeチャンネル
熱中症対策や応急手当の方法等、
右記のQRコードを読み取り、ぜひご覧ください！

STOP！熱中症！
４月でも湖南広域消防局管内で熱中症が発生しています。
早めの熱中症対策で今年の夏を乗り切りましょう！！

救急車を呼ぶべき？
病院はどこに行けば・・・？

そんなときは・・・

「救急車のサイレンは消して来てください。」

　119番通報時にサイレンを消すようにお願いされることがありますが、
道路交通法第39条により、緊急走行時にはサイレンを鳴らすことが、定
められています
　みなさまのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

「サイレンを消しての救急出動はできません。」

緊急時は迷わず１１９番通報! !
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【過去５年間の火災原因から見た最近の予防情報】

防火管理者を選任できていますか。
　年度が替わり数か月、防火管理者を選任できていますか、防火管理者が人事異動等により未選任となっていません
か。防火管理者が未選任の状態では、万が一、火災等の災害が発生した場合、初動の遅れを招き、災害による被害拡
大につながる恐れがあります。

　湖南広域消防局では、防火・防災管理者選任（解任）届出書、消防
計画作成（変更）届出書等の各種届出について、電子申請の受付を行っ
ています。

　全国的に電気機器による火災が増加傾向にあります。この傾向は、湖南広域消防局管内でも同様で、令和６年に引
き続き令和７年も電気機器の火災が最も多くなっています。令和７年は16件の電気機器による火災があり、そのうち
２件が事業所での火災でした。
　事業所であった２件の火災を電気火災防止事例として紹介します。

【事例①】
　作業員がブレーカーを入れた際に、ヒーターの温度
調整システムがONの状態であったため、高温になった
ヒーター部分に垂れ下がっていたウエスが接触し、出火
したもの。

①定期的な清掃
　コンセント周辺の埃を取り除き、機器周囲に燃えやすい物
を置かず清掃する。

②定期的な点検
　機器から異音・異臭・発熱等の異常
がないか目視、触診で確認する。

③環境整備
　機器の運転開始前、休憩前、作業の終了時に指差
呼称を徹底し、不注意や確認ミスを削減する。

【事例②】
　太陽電池発電設備のコンデンサ内部で、リーク電
流などの電気的異常発熱が要因となり、コンデンサ
を構成しているポリプロピレンのフィルムおよび金
属蒸着膜を焼失したことで、内部に充満した後、可
燃性ガスに着火し、爆発したもの。
《リーク電流とは、本来電流が流れない経路に意図
せず流れ出てしまう微小な電流のこと。》

防火管理者の届出に関することは、最寄
りの消防署へお問合せください。
　東消防署（野洲市）　077-587-1119
　西消防署（草津市）　077-568-0119
　中消防署（栗東市）　077-552-0119
　南消防署（草津市）　077-564-4951
　北消防署（守山市）　077-584-2119

参照：農林水産省「PCS内部部品破損・前面カバー落下状況」

順位 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

１位 電気機器 11件 たき火 14件 たばこ 11件 電気機器 14件 電気機器 16件

２位 たき火 ８件 電気機器 14件 電気機器 11件 たき火 12件 たき火 16件

３位 たばこ ８件 こんろ ７件 たき火 10件 放火（疑い） ８件 こんろ 13件

４位 放火（疑い） ８件 放火（疑い） ５件 こんろ ９件 たばこ ６件 放火（疑い） 13件

５位 屋内配線 ５件 たばこ ４件 放火（疑い） ８件 こんろ ６件 屋内配線 11件

≪Before≫　　　　　　　  　　　　　　　≪After≫

≪今すぐに始められる電気火災対策≫
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月
事　　　　業　　　　内　　　　容

本　　　　会 南　支　部 北　支　部 湖南広域消防局
滋賀県防火保安協会連合会

４
月

10 事務担当調整会議【本会10：00】 15 県連合会防火保安功労者等表彰
審査委員会【県11：00】

22 県連合会第１回事務局長会議
【県危機管理センター14：00】

24 令和７年度決算監査【本会10：00】

５
月

13 新入社員防火研修【北署9：00】 7 県連合会第１回理事会
【県危機管理センター14：00】

14 新入社員防火研修【西署9：00】

14 正副会長会議
【湖南広域行政組合総合庁舎10：30】

14 理事会【湖南広域行政組合総合
庁舎13：00】

19 新入社員防火研修【北署9：00】

20 新入社員防火研修【西署9：00】 25 県連合会令和８年度通常総会
【大津プリンスホテル16：00】

22 定期総会担当者調整会議【本会10：00】

16
危険物取扱者試験対策の予備講
習会【湖南広域行政組合総合庁
舎9：00～16：00】

23
危険物取扱者試験の直前対策講
習会【湖南広域行政組合総合庁
舎9：00～12：00】

29 令和８年度定期総会・定例表彰
【クサツエストピアホテル15：00～】

６
月

3～4 甲種防火管理講習【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】 8 危険物安全大会（全危連理事長
表彰等）【東京都14：00】

24～
25

甲種防火管理講習
【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】 12 防火意識高揚推進大会

【ピアザ淡海：14：00～】
広報委員会【本会】会報メール
審査

７
月

新会員勧誘・支援登録事業所の加入促進月間
21日～27日　
夏の災害予防啓発運動 支部役員会議

中旬 会報「碧い纏」第122号発刊 12 第61回滋賀県消防操法訓練大会
【県消防学校】

14 普通救命講習会【東署9：00～】 中旬 消防団消防ポンプ操法訓練激励
【草津市、守山市、野洲市、栗東市】 21 東近畿消防救助技術大会出場に伴

う激励【訓練センター14：00～】
15 普通救命講習会【北署9：00～】
16 普通救命講習会【西署9：00～】
22～
23

甲種防火管理講習
【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】

８
月

第50回自衛消防訓練大会実行委員会【本会】
全国消防救助技術大会出場に伴
う激励

９
月

9～
10

甲種防火管理講習
【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】 13 消防総合演習(東消防署)

自衛消防訓練大会操法研修会の
開催に伴う事務担当者会議 18 第２回事務局長会議

【県危機管理センター15：30】
第50回自衛消防訓練大会操法研修会【午前】
第50回自衛消防訓練大会運営委員会【午後】

26
危険物取扱者試験の予備講習会
【湖南広域行政組合総合庁舎9：
00～16：00】

令和８年度 湖南防火保安協会月別事業計画
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月
事　　　　業　　　　内　　　　容

本　　　　会 南　支　部 北　支　部 湖南広域消防局
滋賀県防火保安協会連合会

10
月

3
危険物取扱者試験対策の直前対
策講習会【湖南広域行政組合総
合庁舎9：00～12：00】

7～8 甲・乙併催防火管理講習【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】
広報委員会【本会】会報メール
審査 23 消防設備協会長表彰式

【東京都：明治記念会館】
21 第50回自衛消防訓練大会【東消防署消防訓練センター】 防火ポスター審査会
21 正副会長会議【東消防署】
22 第50回自衛消防訓練大会【東消防署消防訓練センター】（予備日）

11
月

1 会報「碧い纏」第123号発刊【広
告事業】

4～5 甲種防火管理講習【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】中旬 正副支部長会議 中旬 正副支部長会議

9 街頭広報（JR各駅）
9～
15 秋の火災予防運動協賛 下旬 県連合会県外視察研修【１泊２

日】
下旬 防災講演会

25～
26

甲・乙併催防火管理講習
【甲賀市まちづくり活動センター
9：00～16：00】

12
月

消防・警察合同歳末特別警戒出動式【守山警察署管内、草津警察署管内】
1 年末の火災予防啓発運動協賛
9～
10

甲・乙併催防火管理講習
【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】
防火研修会【設備編・危険物編】

消防団年末夜警出動式・激励【草津市、守山市、野洲市、栗東市】
１
月 構成市消防出初式【草津市、守山市、野洲市、野洲市】

２
月

3 甲種防火管理再講習
【ライズヴィル都賀山13：00～15：00】

普通救命講習会 正副支部長会議
表彰選考委員会

普通救命講習会
普通救命講習会
広報委員会【本会】会報メール
審査

20
危険物取扱者試験対策の予備講
習会【湖南広域行政組合総合庁
舎9：00～12：00】

27
危険物取扱者試験の直前対策講
習会【湖南広域行政組合総合庁
舎9：00～12：00】

３
月

１～
7 春の火災予防運動協賛

1 会報「碧い纏」第124号発刊
1 街頭広報（JR各駅）

3～4 甲種防火管理講習【ライズヴィル都賀山9：00～16：00】 支部役員会議 支部役員会議

6 消防記念日消防記念式典（防火ポスター優秀作品の表彰） 9 県連合会第３回理事会
【琵琶湖ホテル16：00】

正副会長会議【本会】 9 県連合会第３回事務局長会議
【琵琶湖ホテル16：00】


